















































for measuring high schoolstudent sexualself-
consciousness(Kusano,2007)andastudybasedonthe













































































































































































































































1.Gender Male 1 57(4_3_.6_)._.-..62.59._____41 ll4
Fema le
UnknoⅥm




1)Wh atdidyoulearnh-omthelecture?":Acquisition Positive 3 17 88.0)
NeatiVe 4 1.1)
Neither 2 0.6)
U nanswered 3 7 10.3)
2)Wh atdidyoufeelthroughthelecture?:Emotionalresponse Positive 3 1286.6)
NeatiVe 2 0.6)
Neither 20.6 )
U nanswe r e d 4 12.2 )
3)Doyouthinkthatthelecturewilinnuenceyourfuturelife?:M o tiv e Positve 2 5470.6 )
NeatiVe 19 5.3 )












4)召'■ロ亡edjq一 ∽ giVebir仇 (125)baby;fetus;child;people;humanbeings





A)葛罵｣lq)亡UO亡芯 名望 等 選書葛盲 self;selves;I;we(30)
A),｣∈一■ effわrt;ordeal;wal;peoplearoundthebaby;seXualintercourse;contraception;
























































































































































































































































































































































































喜多淳子1) 藤浮正代2) 北山千嘉子 1) 今中基晴1)
抄 録
本研究の目的は､思春期にある子どもたちの自他肯定感を高めるための介入研究として生命尊重教育を実施して評価す
ることである｡2007年6月から2008年6月までに大都市にある公立高校 1年生360名が､インフォームドコンセントを経
て生命尊重についての本講義に参加した｡講義及びその評価は､知識の習得､情動反応および今後の自分の生活における
行動変容に繋がる動機 (以下､習得､情動反応､動機)の三側面で構成した｡質問紙への回答は､自由記述法により求め
た.データ分析方法には量的分析として記述統計を求め､質的分析にはKJ法を用いた｡
その結果､受講前に自己肯定感を記述した生徒は約30%であった｡受講後の回答では習得及び情動反応の約90%が肯定
的内容であった｡動機では70%が肯定的回答であった｡その記述内容への質的分析では ｢具体的な行動に繋がる影響の認
識｣という直接的動機グループは約10%に留まり､｢漠然あるいは将来への影響の認識｣という間接的動機グループが約
60%であった｡結論として生命尊重教育は､思春期の子どもたちの自他肯定感を改善する可能性が示唆された｡また､子
どもたちの否定的ないしは消極的肯定感ではなく積極的自己肯定感に変換させてゆくためには､生命尊重教育としての具
体的行動目標を設定して検討を重ねる必要が示された｡
キーワード:生命尊重教育;思春期;自他肯定感;高校生;性教育
平成20年9月30日受付 平成21年 1月7日受理
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